
鹿児島県
がん相談支援センター活動報告

平成26年２月７日（金）
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がん診療連携拠点病院
県がん診療指定病院

（H25年4月1日現在）
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■県がん診療連携拠点病院(1)
○地域がん診療連携拠点病院(8)
▲県がん診療指定病院(14)

鹿児島市立病院

南風病院

今給黎総合病院

相良病院(乳)

国立病院機構指宿医療センター

川内市医師会立市民病院

義順顕彰会田上病院

鹿児島厚生連病院

今村病院

鹿児島市医師会病院

大隅鹿屋病院

【鹿児島県の問
題】

■２８の離島があ

る．（距離的な
面、相談する場
所がない）

■拠点・指定病院

がない地域があ
る.
■鹿児島市内に拠

点・指定病院が
集中している.
■就労問題に関す

る相談が増えて
きている.
■在宅医療の整備
が十分でない.
■相談支援セン

ターの役割や設
置場所について
の認知度が低い.
（H24年7月現在認
知度：（35.4％）
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 人口：1,680,319人
 65歳以上：455,859人（27％）
 75歳以上：260,689人（15.4％）

出水郡総合医療センター



❐相談支援部会の組織図

鹿児島県がん診療連携協議会

がん診療・研

修

部門会

相談支援

センター部門

緩和医療の

提供体制部門会

院内がん登録

部門会

事務局

鹿児島大学病院

（年２回の部門会を開
催）



❐第１回フォーラムでの課題
★鹿児島県の相談支援部門会は平成24年11月に発足

①今後の相談部門活動をどのようにしていくか？

②相談員同士の連携を充実させるにはどうしたらよいか？

③県民や自施設職員に対して、相談支援センターの周知活動をどのようにする
か？

検討内容①相談部門活動の充実
・事例検討会や研修会を充実させ相談員のスキルアップを図る
・県・市保健師・患者会へ部門会参加を呼びかける
・WGを作り課題に取り組む
②相談員同士の連携を充実
・メーリングリストの活用
③相談支援センターの周知活動
・行政と協力して地方新聞等へ広報活動
・市民公開講座の開催
・各施設で開催している「研修会」のPRをHPで掲載



❐相談支援部門のこれまでの活動内容

平成24年11月
相談支援部門会設置

平成24年11月9日
第１回相談支援部門会

①協議事項:
・相談連携部門の活動・取決めにつ

いて

②事例検討：

・粒子線治療を希望された患者への対応

（鹿児島大学病院相談員事例提出）

③報告事項

・地域相談支援フォーラム概要につ
いて

・メーリングリストの活用開始

平成25年2月8日
第２回相談支援部門会

①研修会：「新しい医療のかたち

（粒子線治療）メディポリ
ス」

②協議事項:
・フォーラムの概要報告

・都道府県がん診療拠点病院連絡協議
会

の会議報告

③報告事項：

・国内、県内ピアサポーターの活動報
告

＊第2回部門会より「NPO法人がんサポートかごしま」

三好代表がオブザーバーとして参加



❐相談支援部門のこれまでの活動内
容

平成25年6月1日
第３回相談支援部門会
①研修会（3部門合同研修会）

（がん登録・化学療法・相談、連携部門）

「がん診療連携クリティカルパス研修会」

②事例検討：
・経済的な問題を抱えた相談者に対する支援

(川内市医師会立市民病院：相談員事例提出）

③報告事項：
・都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会報告

・国立がん研究センターがん対策情報センター3名訪

問

（上玉利さん、山崎さん、伊東さん）

平成25年12月21日
市民公開講座開催

テーマ：「自分ががんになったとき

家族ががんになったとき」

講師：上野真一教授（相談・連携部門
長）

久永 佳弘(MSW)
田畑 真由美(NS)

平成26年2月21日（予定）

第４回相談支援部会
①研修会（3部門合同研修会）

「最新がん化学療法」

②相談指導者研修を受講した参加者の

企画による研修会

第2回相談員サロン（懇親会）を開催予定



2013年8月2日（金）18：00～鹿児島医療センターの相談室をお借りして、相談員
サロンを開催しました。3施設から8名、子供も連れて参加できました。各々が今

抱えている問題や、患者さんの対応で駆使した場面を語り合うことで情報交換が
でき、さらに皆さんに話を聞いてもらうことで、胸のつかえが取れとても癒され
た時間になりました。

（第2回は2月21日開催予定）



患者会ポスターや相談支援センターのリーフレットを作成
し

市民・施設職員に対する周知活動も行われています。



各相談支援センターの情報を部会事務局（鹿児島大学病院）の
ホームページに掲載し各施設の情報を閲覧できるシステムを導

入

１

２

３



❐行政との連携について（平成24・25年度）

●がん予防普及啓発事業におけるラジオミニ番組(9/10放送分)
テーマ：「『がん』とつきあうために」がん相談支援センターの紹介

がんサポートかごしまの三好さんと一緒に出演。

●県政広報番組 「かごしま探検隊」（５分番組）(9/22放送分)
リレーフォーライフの会場で収録 がん相談支援センターの紹介

●がん相談支援部門会の企画等
●がん患者会や療養情報等に関する情報共有

●がん予防普及啓発事業におけるラジオミニ番組(9/20放送分)
テーマ： 「『がん』とつきあうために」がん相談支援センターや患者サロンの

紹介

●県政広報番組 「かごしま探検隊」（５分番組）(1/25放送分)
鹿児島大学がん患者サロンにあわせて収録

緩和ケア・がん患者サロン及びがん相談支援センターの紹介

●がん相談支援部門会の企画等
●がん患者会や療養情報等に関する情報共有

平成24年度

平成25年度



❐行政側が実施したこと

「リレーフォーライフジャパンかごしま」でのがん
相談支援センターの紹介（がん相談員が協力）

鹿児島県のホームページでの紹介

９月「がん征圧月間」における県庁ロビーパネル展
示

国保かごしま７月号への掲載

「地域の療養情報」への掲載

毎年度４月開催の市町がん対策

主管課長等会議での紹介



県民の方々へ相談支援センターの役割をもっと知っていただけるよう
に

今後も地道な活動を継続していきたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。


